こみち おお 

…… 一 つの 小径が 生い茂った 花と 草と に掩 われて 殆 

ど 消えそう にな つ ていたが、 それでも どうやら 僅かに 

その 跡ら しい もの だけ を 残して、 曲りながら その 空 家 

へと 人 を 導く ので ある。 もう 人が 住ま なくなつ てから 

余程になる のか も 知れぬ。 それまで 西洋人の 住まって 

いたらし いこと は、 その ささやかな 御影石の 間に 嵌め 

こまれた 標札に かすかに A. EI^SKINE と 横文字の 読 

める ので も 知られる。 

そ の 空 家 は 丁度 或 る やや 急な 傾斜 を もった 坂道の 中 

腹に あった。 一たい に 坂道と いう ものが どれでも 多少 

人 を 夢見 心地に させる 性質の ものである。 そういう 坂 



道の 中途まで 来て ふと 足 を 止めた 瞬間、 ひょいと そん 

な 荒れ果てた 庭園が 目に 入る ので、 人 はます ます その 

空 家 を 何だか 夢の 中で でも 見て いるよう な 気がする の 

である。 

或る日の こと、 その 坂道 を 一 人の 少年と 一 人の 少女 

とが 互いに 肩 を すりあわせる ようにして 降リ てきた。 

小さな 恋人た ちな のか も 知れない。 そう 云えば、 さつ 

きから 自分 等の ための love-scene にょいよ うな 場所 

をさん ざ搜 しまわ つ ている の だが、 それが どうしても 

見つからないで すっかり 困つ てし ま つ ている ような 一 一 

人に 見えない こと もない。 —— 



かと 思う と、 少年 は 急に 足 を 止めた。 そこの 壁の 上に 

彼の 顔を赧 くす るよう な 落 書の 描いて あるの を 発見し 

きびす 

たからで ある。 少年 はくる りと 踵 を 返す と、 

「やっぱり 悪い から 止そう よ」 と 云いながら、 ずん ず 

ん 一 人で 先に 降りて しまった。 少女 は そこに 一 人き り 

ちつ ナ 

取り残されて、 しばらく 呆気に とられて いるよう に 見 

えたが、 やがて 彼女 も 彼の あと を 追った。 

そうして そのまま 二人 は 彼等 の love-scene に は 

持って こ いに 見えた その 空 家の 庭から とうとう 立ち 

去った ので ある。 

少年 は その 家 を 遠ざかる につれ、 つくづく 自分に 冒 



険 心の 足りない こと を 悲しむ ばかりであった。 そうし 

て その 辺の 外人 居留地 かも 知れない 洋館ば かりの 立ち 

並んだ 見知ら ない 町の 中 を 少女 と 肩 をなら ベて 歩きな 

がら、 そういう 弱虫の 自分に 対して 自分自身で 腹 を 立 

てて でもい るかの ように、 急に 何時に なくお しゃべり 

になった。 

「君、 メリメ ェ という 人の 小説 を 読んだ ことがある？」 

「いいえ、 ない わ」 

「そうかい、 僕 は その 人の 小説が とても 好きなん だが 

な あ …… 僕 は その 人の 短篇で ね、 『マダム. ルクレ エス 

街』 というの を 読んだ ことがあ るんだ …… その 中に ね、 
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